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い
う
思
い
の
あ
る
生
徒
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
。

　

部
活
動
で
は
、
例
年
以
上
に
多
く

の
部
が
活
躍
し
ま
し
た
。
東
海
大
会

に
は
、
陸
上
・
体
操
・
柔
道
・
バ
ト

ン
・
卓
球
部
が
、
全
国
大
会
に
は
、

陸
上
・
将
棋
・
美
術
・
放
送
・
文
芸
・

Ｓ
Ｓ
Ｈ
科
学
部
が
出
場
し
ま
し
た
。

野
球
部
は
、
21
世
紀
枠
三
重
県
代
表

推
薦
校
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
年
目
に
入
っ
た
ス
ー
パ

ー
・
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

事
業
で
は
、
論
文
作
成
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
講

演
会
、
海
外
研
修
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・

リ
ー
ダ
ー
学
の
授
業
な
ど
が
軌
道
に

乗
り
ま
し
た
。
今
年
度
の
中
間
評
価

の
結
果
や
高
大
接
続
改
革
の
動
向
も

見
据
え
つ
つ
、
課
題
探
究
型
授
業
の

充
実
、
英
語
力
の
向
上
な
ど
、
更
に

内
容
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

四
高
同
窓
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発

展
を
祈
念
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、

今
後
と
も
本
校
へ
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
、
ご
健
勝

に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。
平
素
よ
り
本
校
教
育
の

充
実
発
展
の
た
め
、
多
大
な
る
ご
支

援
や
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ

と
に
、心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
本
校
で
の
勤
務
は
、
15
年

ぶ
り
、
３
度
目
と
な
り
ま
す
。
創
立

１
１
７
年
を
迎
え
る
伝
統
あ
る
四
日

市
高
校
で
、
校
長
と
し
て
勤
務
さ
せ

て
い
た
だ
く
責
任
の
重
さ
を
感
じ
て

お
り
ま
す
。
教
職
員
一
同
、
質
実
剛

健
・
文
武
両
道
の
校
是
の
も
と
、
生

徒
同
士
が
よ
り
高
み
を
目
指
し
て
切

磋
琢
磨
す
る
学
校
環
境
を
創
り
出
せ

る
よ
う
、
誠
実
に
、
精
一
杯
努
め
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
学
校
の
様
子
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
昨
年
度
の
進
路
状
況
は
、

現
役
既
卒
者
合
わ
せ
て
、
国
公
立
大

学
に
２
３
６
名
、
難
関
大
学
合
格
者

は
１
０
１
名
、
医
学
部
医
学
科
に
は

17
名
が
合
格
し
ま
し
た
。
医
学
部
医

学
科
へ
の
志
願
者
が
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
が
、
社
会
に
貢
献
し
た
い
と

を
達
成
し
て
お
ら
れ
ま
す
こ
と
は
同

窓
生
に
と
っ
て
誠
に
誇
ら
し
く
、
心

強
く
思
う
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
度
の
総
会
で
新
た
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
私
を
始
め
と
す
る
役
員
一

同
は
皆
様
方
の
ご
協
力
の
下
、
微
力

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
同
窓
会
の
運
営

に
万
全
を
期
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
今
後
と
も
格
別
の
ご

理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
致
し
ま

す
。

学
で
ジ
ャ
ズ
の
フ
ル
バ
ン
ド
に
所
属

し
４
年
間
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
吹
い
て

全
国
を
演
奏
旅
行
し
た
思
い
出
が
あ

り
ま
す
。

　

ご
案
内
の
通
り
本
学
は
明
治
32
年

に｢

文
武
両
道｣

を
建
学
の
精
神
と

し
て
設
立
さ
れ
た
１
１
７
年
の
歴
史

と
伝
統
を
有
す
る
県
下
有
名
高
校
で

あ
り
ま
す
が
、
今
日
で
は
諸
先
生
方

の
熱
意
溢
れ
る
ご
指
導
と
現
役
諸
君

の
活
躍
に
よ
っ
て
県
下
一
の
成
績
優

秀
校
と
し
て
そ
の
名
を
全
国
に
轟
か

せ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
建
学
以
来
５
万
人
近
い
卒
業

生
を
世
に
送
り
出
し
同
窓
生
の
皆
様

が
各
界
で
活
躍
さ
れ
、
或
い
は
偉
業

　

同
窓
会
の
皆
様
方
に
は
日
頃
同
窓

会
の
運
営
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

さ
て
私
は
平
成
28
年
６
月
４
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
四
高
同
窓
会
平
成

28
年
度
総
会
に
於
い
て
四
日
市
高
等

学
校
同
窓
会
長
を
拝
命
し
前
会
長
の

熊
澤
誠
一
郎
先
輩
か
ら
引
き
継
ぎ
を

致
し
ま
し
た
伊
藤
勘
作
と
申
し
ま
す
。

　

市
立
富
田
中
学
校
出
身
で
在
学
中

は
吹
奏
楽
部
に
所
属
し
、
部
担
当
の

森
先
生
指
導
の
下
、
小
さ
い
頃
か
ら

憧
れ
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
一
生
懸
命

練
習
し
吹
奏
楽
に
熱
中
し
て
い
ま
し

た
が
、
そ
れ
が
高
じ
て
卒
業
後
、
大

年
代
を
超
え
て
、母

校
の
思
い
出
を
共
有

で
き
る
も
の
が
あ
る

と
す
れ
ば
、そ
れ
は

十
四
川
の
桜
並
木
に

ち
が
い
な
い
。本
会

報
の
「
人
物
往
来
」

で
も
多
く
の
同
窓
生
が
触
れ
て
い

る
。一
年
に
わ
ず
か
一
週
間
ほ
ど
の

開
花
期
間
に
す
ぎ
な
い
が
そ
の
印
象

に
は
よ
ほ
ど
鮮
烈
な
も
の
が
あ
る
の

だ
ろ
う
。人
や
校
舎
は
変
わ
っ
た
け

れ
ど
、十
四
川
と
桜
並
木
は
今
も
母

校
の
横
に
あ
る
。こ
の
不
変
性
が
あ

り
が
た
い
▼
現
在
六
〇
〇
本
余
り
と

い
う
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
維
持
管
理
を

継
続
的
に
行
っ
て
い
く
の
は
、並
大

抵
の
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。そ
ん
な

桜
並
木
の
保
存
に
対
し
て
、数
年
前

か
ら
四
高
会
よ
り
協
力
金
を
支
出
し

て
い
る
。決
し
て
高
額
で
は
な
い
が
、

地
元
の
方
々
の
熱
意
に
少
し
で
も
報

い
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
の

こ
と
で
あ
る
。一
般
財
団
法
人
と
し

て
求
め
ら
れ
て
い
る
地
域
貢
献
の
一

環
で
も
あ
る
。▼
同
窓
会
館
が
桜
並

木
に
至
近
で
あ
る
こ
と
か
ら
で
き
る

協
力
も
あ
る
。桜
ま
つ
り
が
近
づ
く

と
、実
行
委
員
会
に
よ
っ
て
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
が
開
設
さ
れ
て
、開
花
状
況

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
見
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
。こ
の
ビ
デ
オ
カ

メ
ラ
の
設
置
場
所
が
会
館
の
二
階
で

あ
る
こ
と
は
、あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
だ
ろ
う
。▼
と
こ
ろ
で
、桜
並
木

の
由
来
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。十
四

川
沿
い
に
建
つ
石
碑
に
刻
ま
れ
て
い

る
の
を
か
つ
て
読
ん
だ
こ
と
が
あ

る
。地
元
の
人
々
は
先
刻
承
知
の
こ

と
だ
ろ
う
が
、現
在
の
ア
ミ
カ
ン
株

式
会
社
が
法
人
化
し
た
の
を
記
念
し

て
植
樹
し
た
の
が
発
祥
と
さ
れ
て
い

る
。大
正
一
四
年
の
こ
と
だ
そ
う
だ
。

▼
ア
ミ
カ
ン
と
い
え
ば
、言
わ
ず
と

知
れ
た
伊
藤
勘
作
氏
。同
窓
会
新
会

長
で
あ
る
。巡
り
あ
わ
せ
と
い
う
か
、

運
命
的
な
も
の
を
感
じ
る
の
は
筆
者

だ
け
だ
ろ
う
か
。	

（
青
山
）

ご
　
挨
　
拶

学
校
長　

和
田
欣
子

　平成29年度総会を下記の通り開催いたし
ます。会員の皆様におかれましては、お誘い
合わせの上、多数ご参加くださいますようご
案内申し上げます。

※講演につきましては、一般に公開しておりま
す。お知り合いで、ご興味のあります方には、
ご案内下さい。

○記念講演（総会後）

終了後 ・抽選会のあと記念撮影
・喫茶室にてティー・パーティー
　（無料）

〈演題〉

「環境保全にかかる世界と日本の動き
ー地球温暖化、自然保護、廃棄物・
リサイクル、2011．3.11以降の動きー」

〈講師〉

南 川 秀 樹 氏（四高42年度卒）

日本環境衛生センター理事長
東京経済大学経済学部客員教授
早稲田大学理工学術院客員教授
（元環境省事務次官）

○日　時

13時30分受付/14時00分開会
平成29年６月３日（土）

○場　所

四日市市総合会館８階 視聴覚室

〈平成29年度総会のご案内〉

新
任
の
ご
挨
拶

第
五
代
同
窓
会
長　

伊
藤
勘
作

（
四
高
35
年
度
卒
）

　同窓会の事業はすべて会費により運営
されています。会報の送付なども、財政
上の理由から会費を納めた方だけに限ら
せていただいております。納入がまだお
済みでない場合には、是非お早めにお願
い申し上げます。
◆納入金額
　終身会費　　　　　　 　20,000円
　毎年納入の場合　年会費　1,000円
◆納入方法
①郵便振替
　口座番号 00820－8－6367
　三重県立四日市高校同窓会
※専用の振込用紙がありますのでご連絡
下されば送付いたします。
②現金書留
　会館迄ご送金下さい。
《お問い合わせは同窓会館まで》
TEL・FAX　059-365-3631
Eメール　sikoukai@m2.cty-net.ne.jp
http://www.pcs.ne.jp/~shiko/

会費納入のお願い



（2）四日市高校　同窓会報 第74号2017年（平成29年）３月１日

　

平
成
28
年
度
総
会
は
70
名
の
出
席

を
得
て
、
６
月
４
日
（
土
）
四
日
市

総
合
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
熊
澤
誠
一
郎
会
長
に
よ
る
、

１
１
７
年
の
歴
史
を
誇
る
母
校
在
校

生
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
を
約

束
、
益
々
の
活
躍
を
祈
る
と
の
ご
挨

拶
を
い
た
だ
き
、
追
っ
て
本
校
初
の

女
性
校
長
で
あ
る
和
田
校
長
か
ら

は
、
四
日
市
か
ら
世
界
へ
羽
ば
た
く

人
材
、
地
球
規
模
の
視
野
と
意
思
を

持
つ
生
徒
の
育
成
を
目
指
し
て
の
指

導
を
行
っ
て
い
る
母
校
の
教
育
の
在

り
方
を
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
西
脇
副
会
長
の
司
会
の

下
、
上
野
常
任
理
事
を
議
長
に
議
事

審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
四

高
31
年
度
卒
業
で
あ
ら
れ
る
熊
沢
誠

氏
に
よ
る
記
念
講
演
を
拝
聴
し
、
記

念
撮
影
・
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
と
、

会
は
滞
り
な
く
進
行
い
た
し
ま
し
た
。
　

副
会
長
坂
倉
氏
よ
り
の
ご
紹
介
を

受
け
、
労
働
問
題
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

で
い
ら
っ
し
ゃ
る
甲
南
大
学
名
誉
教

授
の
熊
沢
誠
氏
（
四
高
31
年
度
卒
）

が
、「
若
者
の
労
働
状
況
」
と
題
し

た
講
演
を
行
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

現
在
の
若
者
の
厳
し
い
現
実
を
多

く
例
示
し
て
い
た
だ
い
た
の
ち
、
こ

の
現
状
を
打
破
す
る
た
め
に
は
若
者

の
働
く
意
欲
を
産
み
出
す
た
め
の
手

立
て
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
労

働
に
つ
い
て
し
っ
か
り
し
た
知
識
を

持
つ
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
こ
と
を
お

教
え
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

改
め
ま
し
て
人
権
重
視
の
条
件
の

も
と
で
の
労
働
の
必
要
性
を
感
じ
、

未
来
の
た
め
に
も
我
々
も
若
者
の
労

働
状
況
に
深
い
関
心
を
持
た
ね
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
気
付
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

○
第
１
号
議
案

　

平
成
27
年
度
事
業
報
告

○
第
２
号
議
案

　

平
成
27
年
度
収
支
決
算

○
第
３
号
議
案

　

平
成
28
年
度
事
業
計
画

○
第
４
号
議
案

　

平
成
28
年
度
予
算

○
第
５
号
議
案

　

役
員
改
選

　

以
上
に
つ
い
て
審
議
、
承
認
の
運

び
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
28
年
度

四
日
市
高
校
同
窓
会
総
会
報
告

記
念
講
演

熊
沢　

誠
氏
（
四
高
31
年
度
卒
）

「
若
者
の
労
働
状
況
」
平成28年６月４日
四日市市総合会館
８階　視聴覚室

記
念
講
演

議　
　

事

四日市高校同窓会　平成27年度 収支決算書
（平成27年４月１日～平成28年３月31日）

一般財団法人四高会　平成27年度 収支決算書
（平成27年４月１日～平成28年３月31日）

〔収入の部〕 単位：円
項　　　目 細　　目 摘　　　　　　要 決　算　額 予　算　額

① 同 窓 会 収 入 9,208,800 9,144,000
入 会 金 全日制　1，800円×1，066人 1,918,800 1,944,000
同 窓 会 費 終身（20000） 356 7,120,000

10年（10000） 0 0
５年（5000） 1 5,000
３年（3000） 2 6,000
２年（2000） 0 0
１年（1000） 159 159,000 7,290,000 7,200,000

② 雑 収 益 利子、その他 51,956 26,629
③ 前 期 繰 越 金 379,371 379,371

合　　　　計 9,640,127 9,550,000

〔支出の部〕 単位：円
項　　　目 細　　目 摘　　　　　　要 決　算　額 予　算　額

① 運 営 費 1,393,342 1,500,000
給 与 給料、手当 1,174,000 1,200,000
事 務 印刷、事務用品等 93,295 150,000
通 信 電話、郵便、インターネット関連費など 126,047 150,000

② 会 議 費 189,930 350,000
総 会 会場費、懇親会費、案内状 127,023 200,000
理 事 会 会場費、会議費、案内状 55,707 100,000
常 任 理 事 会 会議費 7,200 50,000

③ 事 業 費 1,904,189 2,000,000
会 報 会報印刷及び発送費 904,192 1,000,000
クラブ活動助成金 激励金・語学研修補助など 999,997 1,000,000

④ 四高会拠出金 （一財）四高会への寄付金 2,400,000 2,400,000
⑤ 積 立 金 3,200,000 3,200,000
⑥ 予 備 費 供花 11,448 100,000

合　　　　計 9,098,909 9,550,000

科　　　目 摘　　　要 決算額 予算額
Ⅰ．収入の部
① 事  業  収  益 会館使用料 51,000 50,000
② 受 取 寄 付 金 同窓会より 2,400,000 2,400,000
③ 雑    収    益 受取利息等 1,327 1,000

合　　計 2,452,327 2,451,000
Ⅱ．支出の部
① 事業費・管理費 1,305,315 2,350,000
　　会議費 会議等 45,080 60,000
　　講演開催費 講演会 109,580 250,000
　　地元協力費 十四川の桜管理 50,000 50,000
　　消耗品費 コピー機、事務諸経費 148,132 150,000
　　修繕費 会館修理費 0 700,000
　　光熱水料費 電気、水道、ガス 401,651 420,000
　　保険料 火災保険料 23,510 25,000
　　租税公課 県税、市税、固定資産税、源泉税等 425,627 430,000
　　清掃費 環境整備等 82,793 150,000
　　支払負担金 商工会議所 14,000 14,000
　　雑費 証明書発行等 4,942 101,000
② 投資活動 700,000 0
　　修繕引当資産取得 会館修繕目的 700,000 0
② 予  備  費 0 20,000

合　　計 2,005,315 2,370,000
Ⅲ．当年度収支差額 447,012 81,000
Ⅳ．前年度繰越金額 1,171,269 1,171,269
Ⅴ．次年度繰越金額 1,618,281 1,252,269

次年度繰越収支差額 1,618,281
修繕引当資産 700,000
当年度末預金残高 2,318,281

百五銀行富田駅前支店普通預金 単位：　円
百五銀行富田駅前支店普通預金 単位：円
平成27年度収入 9,640,127
平成27年度支出 9,098,909
次年度繰越金 541,218
平成27年度卒業生 同窓会費預り金 5,582,000
今年度末 6,123,218

特別会計積立金（百五銀行富田駅前支店定期預金） 単位：円
前　年　度　末 44,888,726
今年度積立金 3,200,000
利　　　　　子 9,519
今　年　度　末 48,098,245

単位：円

富中・四女・四高昭和29年度以前四高昭和30年度以降

講師・熊沢氏

資料を見る出席者

受付風景
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洞
春
菜
、寺
倉
友
一
、中
曽
根
春
菜
、

中
村
史
香
、西
村
武
謙
、野
口
宗
孝
、

畑
田
大
毅
、服
部
大
介
、服
部
友
香
、

平
松
佑
規
、
古
市
彩
、
細
川
智
哉
、

水
谷
和
暉
、
森
川
大
地
、
横
山
優
一

郎
、
吉
田
紋
華
、
磯
田
雅
、
内
山
幸

奈
、
大
平
真
央
、
片
山
友
香
、
加
藤

沙
樹
、
窪
順
平
、
清
水
麻
衣
、
辻
野

栞
、
寺
田
早
織
、
前
川
和
弘
、
松
岡

篤
志
、
宮
下
皓
多
、
森
川
紗
生
、
森

﨑
翔
介
、
石
川
諒
、
板
倉
京
平
、
筧

玲
央
、
門
永
知
峰
、
冠
野
仁
志
、
久

保
田
裕
介
、坂
下
初
音
、清
水
優
一
、

田
端
基
志
、田
村
夏
希
、中
島
優
斗
、

古
谷
登
、
村
田
知
樹
、
山
田
健
太
、

𠮷
岡
拓
哉
、和
田
直
也
、寺
田
理
絵
、

隠
岐
恵
美
子
、
喜
種
正
昭
、
加
藤
和

彦
、
笠
浩
一
朗
、
服
田
尚
史

（
平
成
29
年
１
月
現
在
）

○
年
会
費
（
１
千
円
）	

１
３
６
名

　

会
員
の
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

竹
村
ま
ど
か
、
田
中
海
気
、
玉
木
雅

也
、
出
野
由
菜
、
土
井
瑠
奈
、
長
野

真
帆
、
坂
凜
太
郎
、
藤
井
康
太
、
松

竹
航
、
水
谷
菜
々
子
、
渡
邉
詩
織
、

伊
藤
麟
、
岩
井
依
美
、
太
田
州
音
、

加
藤
大
賀
、
岸
本
昌
和
、
喜
田
恵
利

花
、
倉
橋
宏
輔
、
栗
山
琴
羽
、
小
林

大
輝
、
近
藤
壮
志
、
坂
田
絵
里
沙
、

佐

雄
太
郎
、
白
澤
拓
磨
、
大
同
美

瑠
、
高
橋
幸
希
、
田
中
穂
乃
香
、
谷

口
晃
平
、
出
口
崇
大
、
内
藤
実
柚
、

中
川
健
太
郎
、
中
村
綾
花
、
中
森
麗

乃
、
丹
羽
英
人
、
花
井
貴
紀
、
水
谷

瑳
那
、
道
藤
翼
、
宮
崎
紗
佑
里
、
宮

田
祐
希
、森
山
栗
乃
介
、山
本
結
衣
、

渡
辺
美
紅
、井
岡
未
優
、稲
垣
龍
誠
、

北
澤
沙
英
、北
畠
健
太
郎
、近
藤
暖
、

坂
井
風
飛
、佐
藤
海
誓
、神
保
智
久
、

住
吉
沙
月
、中
園
貴
大
、中
山
大
輔
、

南
部
慎
、西
脇
香
菜
子
、服
部
悠
真
、

樋
口
旭
、葊
瀬
太
朗
、古
川
恵
里
奈
、

茂
木
美
歩
、矢
田
時
羽
、八
谷
一
慶
、

山
村
宗
生
、赤
羽
諒
太
、秋
田
晴
子
、

伊
藤
菜
生
人
、稲
吉
香
城
、井
上
朋
、

井
上
陽
登
、位
田
瑞
実
、上
村
幸
意
、

内
田
貫
太
、春
日
夢
乃
、加
藤
大
貴
、

黒
川
貴
矢
、
近
藤
颯
人
、
坂
下
諒
、

佐
藤
穂
奈
実
、
芝
山
祐
依
、
嶋
﨑
望

美
、
下
田
航
大
、
白
木
日
和
、
城
田

奈
々
帆
、
大
同
裕
貴
、
髙
橋
大
樹
、

田
中
雄
也
、中
尾
紗
央
里
、中
川
匠
、

中
西
健
太
、
名
和
武
志
、
林
裕
生
、

平
田
光
明
、前
川
真
優
、前
田
佳
樹
、

松
井
実
紅
、
水
谷
美
海
、
水
野
菜
生

子
、
南
川
洋
、
森
田
裕
野
、
山
路
敦

士
、
山
本
泰
地
、
渡
邉
莉
野
、
磯
村

俊
也
、
井
分
彩
乃
、
宇
佐
美
岳
良
、

大
髙
航
、大
塚
日
花
里
、岡
部
太
貴
、

奥
山
美
咲
、影
山
優
輔
、苅
谷
望
未
、

川
居
静
花
、川
北
健
人
、清
原
勢
至
、

楠
浩
杜
、
小
池
菜
穂
、
小
泉
周
大
、

小
林
亜
美
、
小
林
澪
生
、
齋
藤
里
香

穂
、
清
水
大
雅
、
鈴
木
梨
乃
、
妹
尾

宏
紀
、
田
畑
望
実
、
土
田
康
平
、
土

○
終
身
会
費
（
２
万
円
）

阿
部
美
月
、
阿
部
萌
、
飯
村
将
輝
、

伊
出
比
呂
志
、
上
田
津
希
乃
、
江
﨑

麻
美
、
奥
柾
太
朗
、
加
藤
舞
、
小
島

佳
子
、
谷
口
詩
野
、
長
橋
茉
子
、
二

之
湯
萌
香
、長
谷
川
咲
紀
、林
陽
里
、

藤
田
茉
佑
、松
本
野
乃
、水
谷
健
人
、

水
谷
菜
奈
、南
こ
ず
え
、森
健
二
郎
、

森
脇
瑞
希
、柳
川
大
智
、山
口
真
依
、

山
本
航
大
、若
杉
美
佳
、石
﨑
彩
淑
、

伊
藤
慎
二
、稲
垣
伽
穂
、井
原
相
李
、

大
島
優
華
、太
田
美
咲
、大
橋
遼
也
、

春
日
井
遥
花
、
片
岡
奎
太
、
片
岡
光

稀
、
加
藤
沙
季
、
烏
谷
拓
真
、
川
島

彩
、
河
村
和
正
、
小
西
玄
起
、
澤
井

耀
平
、
飾
磨
太
郎
、
瀬
古
嵩
、
相
馬

希
美
、
谷
上
哲
也
、
豊
田
竜
ノ
介
、

中
山
大
輔
、
丹
羽
遥
香
、
長
谷
川
悠

太
、
堀
内
淳
司
、
松
田
恵
里
奈
、
水

谷
梨
里
衣
、
水
野
剛
志
、
三
本
鈴
、

山
北
真
央
、
𠮷
本
桃
子
、
依
藤
茉
那

美
、
渡
部
拓
光
、
佐
藤
ま
り
ん
、
寺

坂
麻
結
美
、
服
部
明
日
香
、
林
亜
里

沙
、
廣
瀬
周
作
、
藤
井
泉
、
村
山
麻

衣
、
矢
野
真
依
子
、
石
川
多
聞
、
伊

藤
可
捺
汰
、
小
川
晃
一
朗
、
黒
田
拓

海
、
齋
藤
俊
介
、
陣
田
尭
哉
、
田
中

悠
雅
、
谷
口
慶
悟
、
寺
本
一
貴
、
生

川
峰
寛
、
新
山
裕
司
、
丹
羽
一
希
、

長
谷
川
朝
美
、
長
谷
田
雅
也
、
逸
見

大
瑚
、
細
見
奎
輔
、
堀
田
悠
介
、
松

本
紗
弥
、
三
島
大
雅
、
水
谷
風
太
、

山
岸
航
大
、
山
田
祐
樹
、
渡
辺
萌
奈

美
、
石
川
千
裕
、
磯
谷
星
佳
、
伊
藤

菜
摘
、
井
村
晴
美
、
遠
藤
真
理
子
、

奥
岡
奈
宜
、
垣
内
麻
友
子
、
桐
生
怜

治
、櫛
部
七
海
、小
林
稜
、佐
伯
南
々

子
、
下
倉
由
優
也
、
鈴
木
康
平
、
鈴

木
遼
、
瀬
川
紗
帆
、
髙
澤
郁
也
、
髙

橋
吉
彦
、
竹
中
研
人
、
竹
村
明
夏
、

平
成
28
年
度
会
費
納
入
者

（
敬
称
略
）

（
役
　
員
）

会
長	

伊
藤　

勘
作
（
四
高
35
）

副
会
長	
西
脇　

壽
郎
（
四
高
32
）

	
坂
倉
加
代
子
（
四
高
32
）

	

中
島　

泰
浩
（
四
高
36
）

	

杉
本　

雅
俊
（
四
高
42
）

	

種
橋　

潤
治
（
四
高
43
）

	

青
山　
　

晶
（
四
高
45
）

	

藤
原　

和
彦
（
四
高
54
）

	

山
口　

雅
弘
（
四
高
教
頭
）

顧
問	

岡
田　

卓
也
（
富
中
40
）

	

小
菅　

弘
正
（
富
中
42
）

	

森
田
三
重
子
（
四
女
42
）

	

鈴
木
田
俊
二
（
四
高
28
）

	

熊
澤
誠
一
郎
（
四
高
29
）

	

和
田　

欣
子
（
四
高
校
長
）

書
記	

富
田　

常
豊
（
四
高
42
）

	

小
林　

典
子
（
四
高
51
）

会
計	

佐
久
間　

基
（
四
高
Ｈ
10
）

	

大
森　

智
之
（
四
高
62
）

監
査	

奈
須　

庄
平
（
四
高
37
）

	

森　
　
　

智
（
四
高
55
）

（
常
任
理
事
）

	

山
本　

將
子
（
四
高
25
）

	

服
部　

幸
男
（
四
高
27
）

	

服
部
八
州
宏
（
四
高
30
）

	

北
川　

利
美
（
四
高
31
）

	

小
津　

博
嗣
（
四
高
33
）

	

八
木　

統
治
（
四
高
34
）

	

上
野　

公
雄
（
四
高
35
）

	

水
谷　

益
彦
（
四
高
36
）

	

金
子　

和
生
（
四
高
37
）

	

長
谷
川
正
統
（
四
高
38
）

	

山
下
久
三
造
（
四
高
39
）

	
伊
藤　

利
造
（
四
高
45
）

	
田
中　

真
司
（
四
高
47
）

	

井
村　

正
史
（
四
高
48
）

	

伊
藤　

重
和
（
四
高
50
）

	

森　
　

公
平
（
四
高
51
）

	

黒
木　
　

誠
（
四
高
55
）

	

名
越　

一
大
（
通　

信
）

新
　
役
　
員

お
悼
み

・
28
年
５
月
、
四
女
46
回
卒
大

塚
久
子
様
ご
遺
族
様
よ
り
３

万
円
、
28
年
５
月
、
四
高
Ｈ

９
年
度
卒
村
田
紘
未
様
よ
り

２
万
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
28
年
４
月
に
発
生
し
た
熊
本

地
震
に
寄
せ
て
総
会
で
義
援

金
を
募
り
、
会
と
し
て
中
日

新
聞
を
通
じ
て
３
万
円
お
く

り
ま
し
た
。

会
館
だ
よ
り

　長く同窓会活動にご奮励くださっている熊澤誠一郎
氏は平成12年～27年まで15年の間、会長として会を
牽引してくださいましたが、この度ご勇退、今後は顧
問として会の運営発展を見守っていただきます。
　その広い視野に基づくお言葉は常に暖かで、会員か
ら慕われ、また後輩たちには的確なご指導をください
ました。
　今後ともよろしくお願いいたします。

近
藤
和
也 

氏

　

先
生
は
平
成
８
年
度
～
11
年
度

ま
で
の
３
年
間
、
母
校
校
長
と
し

て
四
日
市
高
校
生
を
お
導
き
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

同級生より花束を贈られる熊澤氏

（
富
中
46
回
卒
）

藤
原
和
夫 

氏

　

藤
原
氏
は
副
会
長
と
し
て
会
の

発
展
に
ご
尽
力
く
だ
さ
り
、
退
任

な
さ
っ
た
後
も
温
か
く
見
守
り
続

け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
１
月
ご
逝
去

　

島
田
氏
は
永
き
に
わ
た
り
会
計

と
し
て
会
の
経
理
を
担
当
さ
れ
、

運
営
の
要
と
し
て
活
動
な
さ
い
ま

し
た
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

（
富
中
45
回
卒
）

島
田
　
豊 

氏

平
成
28
年
３
月
ご
逝
去

平
成
28
年
３
月
ご
逝
去
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の
体
験
で
、
少
し
ば
か
り
昔
の
出
来

事
を
思
い
出
し
な
が
ら
ク
ル
ー
ジ
ン

グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

昼
食
は
大
変
楽
し
み
に
し
て
い
ま

し
た
。
伊
勢
志
摩
と
い
え
ば
海
鮮
料

理
は
と
っ
て
も
美
味
し
い
こ
と
で
有

名
で
す
か
ら
、
ど
ん
な
料
理
が
用
意

さ
れ
て
い
る
か
と
楽
し
み
一
杯
で
し

た
。
期
待
を
上
回
る
新
鮮
な
刺
身
、

焼
き
魚
、
ホ
タ
テ
料
理
等
に
、
舌
鼓

を
打
ち
な
が
ら
和
や
か
に
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
回
の
バ
ス
旅
行
で
一
番
感
じ
た

こ
と
は
、
サ
ミ
ッ
ト
会
議
終
了
後
ま

　

伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
終
了
後
の
昨

年
6
月
5
日
、
1
年
ぶ
り
の
通
信
制

親
睦
バ
ス
旅
行
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
今
回
の
バ
ス
旅
行
は
、
前
月
開

か
れ
た
サ
ミ
ッ
ト
会
場
を
巡
る
目
的

も
兼
ね
て
の
旅
で
す
。

　

毎
年
こ
の
旅
行
は
梅
雨
時
期
の
6

月
第
1
日
曜
日
に
開
催
し
て
い
る
の

で
天
候
が
大
変
心
配
で
し
が
、
心
配

も
無
駄
に
終
わ
り
天
候
に
恵
ま
れ
ま

し
た
。

　

途
中
の
伊
勢
道
は
日
曜
日
に
し
て

は
、
若
干
交
通
量
が
少
な
い
よ
う
な

気
が
し
ま
し
た
。
バ
ス
は
順
調
に
目

的
地
を
目
指
し
、
1
年
ぶ
り
の
再
会

に
バ
ス
の
中
は
あ
ち
こ
ち
で
大
い
に

会
話
が
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
在
学
中
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
先
生
方
を
は
じ
め
、
卒
業
年

度
も
異
な
る
皆
さ
ん
で
、
総
勢
34
名

の
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

　

最
初
の
目
的
地
は
、
各
国
首
脳
の

記
念
撮
影
の
地
で
あ
る
横
山
展
望
台

で
、
大
変
期
待
し
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
な
の
に
時
間
の
関
係
上
駐
車
場
で

小
休
止
す
る
に
留
ま
り
、
理
由
は
英

虞
湾
ク
ル
ー
ズ
船
の
予
約
時
間
に
間

に
合
わ
な
い
か
ら
だ
と
の
こ
と
で
し

た
が
、
と
て
も
残
念
で
し
た
。

　

英
虞
湾
ク
ル
ー
ズ
は
、
小
学
生
の

頃
、
鳥
羽
で
乗
船
し
て
以
来
2
度
目

生
涯
に
わ
た
り
、
自
主
的
に
学
び
続

け
、
選
ん
だ
道
を
究
め
る
と
共
に
、

視
野
の
広
い
人
に
な
っ
て
欲
し
い
。

　

第
二
は
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
の
「
国

が
あ
な
た
の
た
め
に
何
を
し
て
く
れ

る
か
を
問
う
の
で
は
な
く
、
あ
な
た

が
国
の
た
め
に
何
を
成
す
こ
と
が
出

来
る
の
か
を
問
う
て
欲
し
い
。」
と

の
名
言
で
あ
る
。

　

あ
な
た
の
職
業
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ン
で
あ
れ
ば
文
中
の
「
国
」
を
「
会

社
」
と
読
み
替
え
て
欲
し
い
。
そ
し

て
会
社
の
お
荷
物
と
な
ら
ず
、
会
社

に
大
い
に
貢
献
す
る
人
に
な
っ
て
欲

し
い
。

　

第
三
は
進
化
論
の
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の

「
最
も
強
い
も
の
が
生
き
残
る
の
で

は
な
く
、
最
も
賢
い
も
の
が
生
き
延

び
る
の
で
も
な
い
。
唯
一
生
き
残
る

こ
と
が
出
来
る
の
は
変
化
で
き
る
者

で
あ
る
。」
と
の
名
言
で
あ
る
。
硬

直
的
な
人
で
は
な
く
、
柔
軟
な
考
え

の
持
ち
主
に
な
っ
て
欲
し
い
。

　

こ
の
「
贈
る
言
葉
」
が
、
孫
一
人

に
止
ま
ら
ず
、
同
世
代
の
若
者
た
ち

が
、
こ
れ
か
ら
直
面
す
る
壁
を
打
ち

破
り
、
壁
を
乗
り
越
え
る
、
一
助
と

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

孫
の
一
人
が
、
人
生
の
壁
、
社
会

の
壁
に
ぶ
ち
当
た
り
、
悩
ん
で
い
る

と
聞
き
、
何
か
支
え
に
な
れ
な
い
か

と
真
剣
に
考
え
た
。

　

米
寿
に
近
い
人
生
の
中
で
、
数
多

く
の
言
葉
、
名
言
、
格
言
に
出
遭
っ

て
き
た
。

　

色
々
な
場
面
で
、
最
も
実
感
の
強

か
っ
た
言
葉
、
最
も
共
感
の
多
か
っ

た
名
言
の
中
か
ら
、「
贈
る
言
葉
」

を
三
つ
選
ん
だ
。

　

第
一
は
「
生
涯
学
習
」
で
あ
る
。

贈
る
言
葉

天　

野　

昭　

二

（
富
中
45
回
卒
）

通
信
親
睦
バ
ス
旅
行

名　

越　

一　

大

（
通
信
制
63
年
度
卒
）

　

「
上
見
れ
ば
果
し
も
あ
ら
ぬ
世
の

中
に
吾
程
も
な
き
人
も
こ
そ
あ
れ
」

　

こ
れ
は
今
か
ら
68
年
余
り
前
、
四

日
市
高
女
45
回
生
と
し
て
卒
業
式
を

迎
え
た
折
に
、
当
時
の
伊
達
貫
一
郎

校
長
先
生
か
ら
お
話
を
頂
い
た
は
な

む
け
の
言
葉
で
す
。
私
は
こ
の
言
葉

を
座
右
の
銘
と
し
て
居
ま
す
。

　

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
そ
の
頃
は

余
り
気
に
も
止
め
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
家
庭
に
入
り
、
い
ろ
い
ろ
の
事

に
遭
遇
し
た
折
に
ふ
っ
と
そ
の
言
葉

が
蘇
り
、
そ
の
重
み
を
し
み
じ
み
と

思
い
、
幾
度
と
な
し
に
慰
め
の
言
葉

と
し
て
来
ま
し
た
。
そ
の
お
蔭
で
苦

難
も
無
事
に
乗
り
越
え
る
事
が
出

来
、感
謝
の
日
々
を
送
っ
て
居
ま
す
。

　

時
々
悩
み
が
あ
っ
て
相
談
に
み
え

る
方
が
居
ら
れ
ま
す
が
そ
ん
な
時
、

相
手
の
お
話
を
よ
く
聞
き
と
っ
て
、

一
緒
に
な
っ
て
解
決
に
近
い
処
へ
も

っ
て
行
き
、
最
後
に
私
な
り
に
こ
の

座
右
の
銘
を
話
し
、
納
得
し
て
も
ら

う
事
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。
吾
家
の

嫁
や
嫁
い
だ
娘
に
も
何
度
と
な
く
言

い
伝
え
て
居
り
ま
す
。

　

私
の
小
学
校
時
代
６
年
間
の
恩
師

で
現
在
97
歳
で
赫
灼
と
し
て
み
え
る

宮
崎
先
生
が
居
ら
れ
ま
す
。
毎
年
10

月
18
日
に
は
、
私
共
の
仲
良
し
ク
ラ

ス
会
を
開
き
、
そ
こ
へ
先
生
を
お
招

き
し
、
今
年
も
元
気
な
お
姿
で
出
席

し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
宮
崎
先

生
が
、「
河
芸
高
女
時
代
、
伊
達
先

生
か
ら
国
文
法
を
完
璧
に
御
指
導
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
伊
達
先
生
は
文

法
の
本
も
出
版
さ
れ
た
素
晴
ら
し
い

方
で
、
そ
の
恩
師
に
御
指
導
を
受
け

た
事
は
、
と
て
も
倖
せ
だ
っ
た
と
思

っ
て
居
ま
す
」と
も
云
わ
れ
ま
し
た
。

私
自
身
も
伊
達
校
長
先
生
と
の
出
会

い
を
幸
せ
と
思
い
、「
座
右
の
銘
」

と
併
せ
て
不
思
議
な
ご
縁
を
改
め
て

感
じ
て
居
ま
す
。

　

86
歳
を
迎
え
た
今
、
こ
れ
か
ら
も

こ
の
銘
を
心
の
支
え
に
、
元
気
に
過

ご
し
て
行
け
た
ら
と
思
っ
て
居
ま
す
。

座
右
の
銘

樋　

口　

ま
さ
子

（
四
女
45
回
卒
）

だ
時
間
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ

り
、
ア
リ
ー
ナ
の
駐
車
場
、
志
摩
ホ

テ
ル
出
入
り
口
な
ど
に
、
未
だ
会
議

の
足
跡
が
多
く
見
受
け
ら
れ
た
こ
と

で
し
た
。
と
て
も
貴
重
な
体
験
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。

　

帰
り
の
車
中
は
、
毎
回
恒
例
に
な

っ
て
い
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
で
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
参
加
者
全
員
が

上
が
る
ま
で
に
は
40
～
50
分
程
掛
か

り
ま
す
。
毎
回
の
こ
と
で
す
が
、
リ

ー
チ
か
ら
ビ
ン
ゴ
成
立
ま
で
の
時
間

が
一
番
ピ
ー
ク
で
す
。
自
分
の
リ
ー

チ
番
号
を
連
呼
す
る
人
も
現
れ
る
ほ

ど
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

通
信
親
睦
旅
行
は
、
平
成
15
年
に

始
ま
り
14
回
を
超
え
ま
し
た
。
今
後

も
、
楽
し
み
に
し
て
い
る
同
窓
の
友

の
た
め
に
も
末
永
く
続
行
し
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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な
お
、
次
回
第
６
回
目
は
7
月
1

日
に
開
催
予
定
で
す
。
ま
だ
ま
だ
参

加
さ
れ
る
学
年
に
偏
り
は
あ
り
ま
す

が
、
甲
子
園
優
勝
時
を
ご
存
知
の
方

か
ら
現
役
の
大
学
生
ま
で
幅
広
い
世

代
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

げ
、
幹
事
長
就
任
を
了
解
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

第
１
回
目
は
平
成
26
年
12
月
に
17

名
の
参
加
で
ス
タ
ー
ト
し
毎
回
参
加

人
数
は
増
え
、
昨
年
12
月
の
第
５
回

に
は
47
名
と
な
り
ま
し
た
。
上
は
昭

和
34
年
度
か
ら
下
は
平
成
14
年
度
卒

ま
で
、
東
京
で
の
開
催
で
す
が
、
遠

く
は
仙
台
・
神
戸
か
ら
の
参
加
者
も

お
り
、
同
窓
生
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

の
ラ
イ
ブ
や
校
歌
・
応
援
歌
の
斉
唱
、

ま
た
東
京
の
日
本
橋
で
四
日
市
弁
が

飛
び
交
う
と
い
う
大
変
賑
や
か
な
会

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
立
派
な
横

断
幕
を
有
志
お
二
人
よ
り
寄
贈
頂
き

形
は
整
い
ま
し
た
。

　

「
伊
勢
高
校
や
四
日
市
南
高
校
で

は
東
京
で
同
窓
会
を
開
催
し
て
い
る

ら
し
い
」「
昔
、
東
京
四
高
会
と
い

う
同
窓
会
が
あ
っ
た
が
今
は
無
く
な

っ
た
よ
う
だ
」「
関
東
地
方
で
同
窓

会
が
で
き
な
い
も
の
か
」
こ
う
い
う

思
い
か
ら
関
東
四
高
会
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
中
心
に
し
た
、
四
日
市

に
縁
の
あ
る
人
の
集
ま
り
で
「
四
の

会
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
同

級
生
に
誘
わ
れ
て
参
加
し
た
時
（
平

成
26
年
5
月
）、佐
久
間
祐
幸
君
（
平

成
８
年
度
卒
）
と
隣
同
士
の
席
に
な

り
、
お
酒
の
力
も
あ
っ
て
、
す
ぐ
に

意
気
投
合
し
関
東
四
高
会
の
立
ち
上

関
東
四
高
会 

〜
東
京
四
高
会
を
復
活有　

村　
　
　

満

（
四
高
53
年
度
卒
）

　

「
同
窓
」
と
い
う
だ
け
で
、
近
し

さ
を
感
じ
、ま
た
感
じ
て
い
た
だ
け
、

話
も
弾
む
の
は
、
不
思
議
な
も
の
で

す
。
昨
年
の
４
月
に
、
浜
田
小
に
異

動
し
ま
し
た
が
、
富
田
小
に
い
る
と

き
も
浜
田
小
に
行
っ
て
か
ら
も
、
ま

た
こ
れ
ま
で
も
、
多
く
の
四
日
市
高

校
の
先
輩
、
同
級
生
、
後
輩
に
助
け

て
い
た
だ
き
、
応
援
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。「
同
窓
」
の
有
難
さ
を

つ
く
づ
く
感
じ
、
大
切
に
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

行
っ
た
」
と
か
懐
か
し
い
思
い
で
い

っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
ば
ら
く
し
て
、
偶
然
に
も
富
田

小
学
校
の
西
門
あ
た
り
で
同
窓
会
館

に
向
か
わ
れ
る
、
２
年
間
も
担
任
し

て
い
た
だ
い
た
恩
師
で
あ
る
鈴
木
田

先
生
に
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
す
ぐ
に
、
同
級
生
の
小
林
さ

ん
と
ご
一
緒
に
富
小
に
訪
問
い
た
だ

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
当
時
の
富
田

中
学
校
校
長
阿
部
君
、
四
日
市
高
校

教
頭
辻
君
が
51
年
度
卒
の
同
級
生
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
富
田
地
区
の

小
・
中
・
高
の
管
理
職
に
同
級
生
が

揃
っ
た
と
い
う
、
不
思
議
な
縁
に
び

っ
く
り
す
る
や
ら
う
れ
し
い
や
ら
。

　

平
成
25
年
の
春
、
初
め
て
の
校
長

職
と
し
て
富
田
小
学
校
勤
務
を
拝
命

し
ま
し
た
。
不
安
な
気
持
ち
が
あ
っ

た
も
の
の
、
富
田
小
学
校
は
、
高
校

時
代
を
過
ご
し
た
母
校
か
ら
近
鉄
線

路
を
隔
て
て
す
ぐ
の
小
学
校
で
す
。

富
田
小
学
校
に
勤
務
の
経
験
は
な
か

っ
た
も
の
の
何
と
な
く
親
し
み
を
感

じ
て
い
た
学
校
で
し
た
。

　

着
任
し
た
と
き
は
、
十
四
川
の
桜

が
満
開
で
、
高
校
時
代
こ
こ
を
ラ
ン

ニ
ン
グ
し
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま

し
た
。
校
区
内
を
回
っ
て
い
る
と
、

「
合
宿
の
時
に
こ
の
あ
た
り
で
朝
食

や
夕
食
を
食
べ
た
」
と
か
、「
こ
こ

に
か
つ
て
あ
っ
た
銭
湯
に
み
ん
な
で

「
同
窓
」に
感
じ
入
る
こ
と

倉　

田　

文　

美

（
四
高
51
年
度
卒
）

現
在
の
大
学
に
赴
任
し
、
札
幌
生
活

が
ス
タ
ー
ト
し
た
と
い
う
わ
け
で

す
。赴
任
時
期
が
10
月
だ
っ
た
た
め
、

す
ぐ
に
雪
国
生
活
に
な
り
、
本
州
が

恋
し
く
な
り
ま
し
た
が
、住
め
ば
都
。

美
味
し
い
食
べ
物
、
涼
し
い
夏
、
豊

か
な
自
然
。
辛
い
の
は
四
日
市
へ
の

帰
省
が
大
変
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
か
。
母
校
へ
は
毎
夏
に
Ｏ
Ｂ
戦
で

お
邪
魔
し
て
い
ま
す
が
、
実
は
一
昨

年
度
に
、
大
学
の
入
試
関
係
の
仕
事

で
訪
問
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
は
か

な
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
い
つ
の
日

か
説
明
会
や
模
擬
講
義
な
ど
で
、
現

役
学
生
と
交
流
が
で
き
れ
ば
と
願
っ

て
い
ま
す
。

　

我
が
家
は
祖
母
が
女
学
校
Ｏ
Ｇ
、

弟
も
四
高
Ｏ
Ｂ
と
い
う
筋
金
入
り
の

四
高
家
系
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ

と
、
繋
が
り
続
け
ら
れ
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

係
を
続
け
て
い
ま
す
。
も
う
ひ
と
つ

は
、３
年
次
の
い
わ
ゆ
る
「
男
ク
ラ
」

で
す
。
体
育
祭
で
「
混
ク
ラ
」
に
は

絶
対
に
負
け
な
い
と
、
異
様
な
団
結

力
で
優
勝
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。
た
だ
し
、
同
窓
会
と
な
る
と
話

は
別
で
、
２
年
次
の
ク
ラ
ス
で
女
子

と
一
緒
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

卒
業
後
は
東
京
の
大
学
に
進
学

し
、
花
の
都
で
学
生
生
活
を
謳
歌
し

ま
し
た
。
上
京
当
時
は
、
四
日
市
と

は
ま
る
で
違
う
大
都
会
に
胸
を
と
き

め
か
せ
た
も
の
で
す
。
そ
の
後
は
大

学
に
残
っ
て
研
究
者
の
道
を
志
し
ま

し
た
。
出
身
大
学
の
助
手
を
経
て
、

　

今
年
の
札
幌
は
よ
く
雪
が
降
り
ま

す
。な
ん
で
も
50
年
ぶ
り
の
大
雪
で
、

飛
行
機
は
欠
航
、
電
車
は
運
休
、
道

路
は
大
渋
滞
。
札
幌
へ
移
り
住
ん
で

８
年
目
、
も
ち
ろ
ん
初
め
て
の
経
験

で
す
。
今
年
の
３
月
で
母
校
を
卒
業

し
て
20
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
節
目

に
寄
稿
の
お
話
を
い
た
だ
い
た
の

も
、
な
に
か
の
縁
で
し
ょ
う
か
。

　

在
学
中
の
思
い
出
は
部
活
動
、
こ

れ
に
尽
き
ま
す
。
文
武
両
道
の
伝
統

に
倣
い
、
勉
学
は
も
ち
ろ
ん
、
部
活

動
に
も
全
力
で
打
ち
込
み
ま
し
た
。

苦
楽
を
共
に
し
た
サ
ッ
カ
ー
部
の
仲

間
と
は
20
年
間
、
今
も
変
わ
ら
ぬ
関

北
の
国
か
ら後　

藤　
　
　

允

（
四
高
Ｈ
８
年
度
卒
）
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　平成28年11月10日（木）、75名のご参加によ
り四日市カンツリークラブで開催されました。
　総合優勝は山下晃さん（Ｓ36年度卒）、女性
の部優勝は川村智子さん（四女46回卒）でした。
　なお、第９回大会は平成29年11月９日（木）
四日市カンツリークラブでの開催を予定致して
おりますので、これまでご参加いただいている
皆様方をはじめ、女性ゴルファーの皆様、卒業
年次の比較的新しいゴルファーの皆様、次回大
会には是非共多数ご参加下さいますようお願い
旁々ご案内を申し上げます。

　随分と速い時代になりました。走るのも速い。泳ぐのも速い。リニ
アも速い。しかし私が本当に速いと感じるものは、国際化の流れと科
学技術の進歩です。
　私は映像関係のソフトウェアの開発の仕事をしていて、現在は自宅
から海外のソフトウェア会社の仕事を行っています。以前はニュージ
ーランドに10年程住んでおり、現地の映画等の映像効果の製作を行
う会社で仕事をしたりしていました。仕事柄、様々な国や地域の方と
お話をする機会が多いのですが、近年の技術の発展のおかげで距離や
国境を感じる事無く業務をこなす事ができるようになりました。本当
に海外というものが身近な時代になったと実感しています。
　様々な背景・価値観の人々と仕事をしていると、働き方をとってみ
ても色々な違いが見えてきます。そのような中でコミュニケーション
をとり仕事をこなし信頼を得る事ができたのは、日本で、三重県で、
四日市で学んだ多くの事が活きたからだと考えています。きっちりと
日課をこなす、責任を果たす、グループ内で助け合う、といった事は
日本の社会の中で、地元の共同体の中で学び培う我々の大きな長所で
はないでしょうか。
　私は四日市高校に在籍していた当時、あまり良い生徒ではありませ
んでした。将来の事をあまり真剣に考えておらず、後に大きく時間を
無駄にすることになりました。授業中によく居眠りに勤しんでいた事
を覚えています。それでも、熱意を持って授業にあたられる先生方、
学業に部活動に邁進する友人、将来の夢に向けて努力する友人、創造
的な遊びを生み出す友人達に受けた刺激が今の自分を形作る糧になっ

たと考えています。今で
も同窓会等で、幅広い分
野で活躍されている同級
生や同窓生の興味深い話
を聞くたびに多くの事を
学びます。今の子供達、
若い人たちには様々な事
を経験し、将来の夢や自
分の好きなことを見つけ
て社会へ飛び出し、地元
で学んだ事を活かして、
技術の進歩と国際化の著
しい時代に羽ばたいて欲
しいと思います。
　余談ですが、様々な幸
運が重なり、昨年２月に
映画芸術科学アカデミー
科学技術賞という賞を同
僚と共に頂きました。ロサンゼルスで行われた授賞式は、私のような
一介の技術者には場違いなとても華やかな雰囲気で、「おのぼりさん」
の気分を味わってきました。ステージに上がった時の事は夢見心地で
あまり覚えていませんが、頂いた賞の栄誉に恥じる事が無いようにこ
れからも精進していきたいと思います。

第８回 銀城親睦ゴルフ大会開催される

リレー随想 〈第20回﹀

国際化時代にあって思うこと
中 垣 清 介 （四高Ｈ10年度卒）

総合優勝の山下さんと伊藤会長 和やかなパーティー会場風景

アカデミー賞授賞式

女性の部優勝の川村さん
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同
窓
会
館
へ
通
う
途
上
、
私
は
十
四
川
の
桜
堤

の
季
節
の
変
化
を
愉
し
み
ま
す
。
冬
枯
れ
を
経
て

固
い
桜
の
蕾
が
目
立
ち
始
め
れ
ば
、
校
了
と
共
に

春
が
訪
れ
ま
す
。	

（
小
林
）

　私は、2016年４月に伊勢志摩主
要国首脳会議の関連行事ジュニアサ
ミットに日本を代表して参加しまし
た。この体験を通して学んだことは
たくさんありますが、ここではその
中の２つについて記述したいと思い
ます。
　１つ目は、国際情勢に対して関心
を持ったことです。私のグループで
は世界の経済格差の解決策について

議論しました。ジュニアサミット期間中会議をするのは３日間
でしたが、初日はほかのメンバーの経済に対する関心度や知識
の多さに圧倒され、ただ聞いているばかりでした。しかし、分
からないことはすぐに誰かに聞いたり、インターネットで調べ
たりするうちに、今まで難しそうだからという理由だけで遠ざ
けてきた経済への抵抗感が薄れ、むしろ興味深いと感じるよう
になり、発言できるようになっていきました。ここで気づいた
ことは、関心がなければニュースを見ていても何も頭に入らず、
頭に入って来なければそれに対する自分の主張が持てないのだ
ということです。これから社会に出て行く私たちにとって、世
界で何が起こっているかを知り、それについての自分の考えを
持つことは、１人の大人としてとても重要になると思います。
私は、生活する中で、すこしでもニュースの様々な話題に耳を
傾け、考える時間をとることを続けていきたいと思います。
　２つ目は、英語についてです。私は、今回の貴重な体験の中
で、ツールとしての英語の素晴らしさを改めて実感しました。
英語そのものにというわけでは決してありません。もし、中国
語が世界の共通言語であったならば、私は真っ先に中国語を学
ぼうとしたでしょう。ジュニアサミットでは、バックグラウン
ドや文化、考え方も違うメンバーが集まり期間中一緒に生活し
なければいけません。互いが衝突せず、議論を進められたのは、
１人１人その違いを説明するツールを持っていたからです。英
語は自分を相手に知ってもらうための道具であり、英語を通し
て互いに尊重し合える関係を築くことができます。私は、これ
からも英語学習に努め、自分や自国のことをよりわかりやすく
表現できるようにしていきたいです。

　

私
は
四
日
市
高
校
で
素
晴
ら

し
い
先
生
、
互
い
に
高
め
あ
え

る
仲
間
に
出
会
う
こ
と
が
で

き
、
充
実
し
た
３
年
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
四
日

市
高
校
で
過
ご
し
た
充
実
し
た

時
間
が
、
私
を
人
間
的
に
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
の
だ
と
、
今

実
感
し
て
い
ま
す
。

　

四
日
市
高
校
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
日
々
の
授
業
に
つ
い
て
い

く
の
は
大
変
で
し
た
が
、
熱
心
な
先
生
方
や
、
い
つ
も
真
剣

に
勉
強
に
取
り
組
む
友
達
の
姿
か
ら
刺
激
を
受
け
、
集
中
し

て
勉
強
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
分
か
ら

な
い
問
題
を
一
緒
に
考
え
て
く
れ
た
と
き
、
仲
間
の
存
在
の

大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

部
活
動
で
も
仲
間
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
て
い
た
私
は
、
つ
ら
い
練
習
や
試
合
等

で
思
う
よ
う
な
プ
レ
ー
が
で
き
ず
、
投
げ
や
り
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
私
よ
り
さ
ら
に
努
力
し
て
い
る
仲
間
の

姿
や
、
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
る
仲
間
が
あ
っ
た
こ
と

で
、
再
び
前
向
き
に
な
る
こ
と
が
で
き
、
最
後
ま
で
や
り
き

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、私
は
１
年
生
の
と
き
に
ス
ー
パ
ー
・
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
事
業
の
一
環
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
高
校
生
と

交
流
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
等
大
変
有
意
義
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
、
海
外
の
高
校
生
と
の
交
流
に
よ
っ
て
、
私
の
世
界

観
は
広
が
り
、
積
極
的
に
話
し
か
け
る
大
切
さ
を
学
び
ま
し

た
。
そ
し
て
、
今
で
も
連
絡
を
取
り
合
う
関
係
を
築
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
３
年
間
の
高
校
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
私
を
支
え

て
く
れ
た
友
人
、
先
生
、
家
族
に
感
謝
を
し
、
四
日
市
高
校

で
の
学
び
や
仲
間
を
大
切
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ら
な
る

成
長
が
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　私は今年、広島
県で行われた全国
高等学校総合文化
祭将棋部門と福岡
県で行われた全国
高等学校将棋竜王
戦等に出場するこ
とができました。
そこではじめにこ
の二つの大会につ
いて振り返ってみ
ようと思います。
　まず、全国高等
学校総合文化祭で
は予選途中で若干苦戦したところもありましたが４連勝することができ、予選通
過を果たすことができました。しかし決勝トーナメントに入ると奇しくも１回戦
で三重県代表同士の対決となり、がんばりましたが、残念ながら敗れてしまいま
した。
　次に、後者では予選で飛車を金と打ち間違えてしまうなど普段では考えられな
いようなミスを犯したりもしましたが、幸いなんとか２連勝で予選突破できまし
た。しかし翌日に行われた決勝トーナメントでは初戦こそ勝ったものの２回戦で
今まで１度も大会で負けていない相手に敗れて、勝負の難しさを感じました。
　こうして今年を振り返ってみますと、まったく思っていたようにはうまくいか
なかったというのが私の感想です。うまくいかなかった原因は、やはり私の日頃
の修行不足ということになるかもしれません。小学校の頃から将棋に取り組んで
きましたが、今は忙しい高校生活の中で、将棋だけに時間を割くというのは難し
いというのが現実です。しかし大会で敗れてしまったことは逆に自分を変えるチ
ャンスであるととらえて、より研鑽をつみ、新たなスタイルや価値観を身につけ
て、次回にはより良い結果を出していきたいと考えています。
　今年は将棋界で２つの重大なことが起こった１年でした。まず、愛知県で史上
最年少の14歳の中学生プロ棋士が誕生し、テレビでも取り上げられて大きな話題
となりました。しかし反面、事実はわかりませんが、プロ棋士の対局に将棋ソフ
トが不正使用されたのではないかという残念なニュースも大きく報道されました。
　「私はプロ棋士を目指すべきだったのだろうか？」今までそう自分に問い続け
てきました。しかし現在、将棋ソフトの性能は大きく向上してプロ棋士の力をも
凌駕しつつあります。さらに自分の近くに年少でプロ入りする強い棋士がいるこ
とも考えると、アマチュアで将棋を続けることにした自分の選択に少し確信が持
てたような気がしています。学業にも力を注いでいくつもりですし、将棋だけに
十分な時間をとることはできないので大きなことはできませんが、「これからも
研究・研鑽を深めていきたい」そして「強い相手に勝利していきたい」と今は思
っています。

ジュニアサミットに参加して

今やらなければならないこと

３年１組　藤　山　春　衣

仲
間
の
大
切
さ

３
年
２
組　

山　

北　

紘　

也

将棋部２年　生　川　康太朗学園だより

編集後記
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Ｓ39年度卒業３年５組クラス会　H28.12.18 森下杯（四高卓球部ＯＢ会卓球大会）　H28.4.10（四日市・あさけプラザ）

四高56年度卒業生同窓会　H28.8.13（四日市都ホテル） 星稜会（卓球部ＯＢ会）　H28.4.9（たまゆら近鉄四日市店）

富中三八会　H28.4.11（四日市たまゆら） 四高51年度卒業生同窓会　H28.8.13（四日市都ホテル）

　四日市高校昭和27年度卒同年会（通称28会）が、四日市高校に図書一式（10万円分）
を寄贈し、幹事代表が和田欣子校長に目録を贈呈、記念撮影をしました。恩師の太田定
浩先生も同行しました。　H28.10.26（四日市高校 校長室） 第16回北海道富中・四高会　H28.7.1（札幌すすきの川甚本店）


